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お年寄りにしあわせを

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
一
足
早
い
八
月
二
十
三
日
、
池
本
市

長
は
市
内
の
男
性
最
高
齢
者
で
九
十
九
歳
の
柴
田
晋
平
さ
ん
（
木
幡

大
瀬
戸
）
と
、
九
十
七
歳
の
堀
田
さ
と
さ
ん
（
宇
治
明
星
園
）
を
訪
問
。

記
念
品
の
置
き
時
計
を
贈
っ
て
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
現
在
、

市
内
に
は
九
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
十
五
人
お
ら
れ
ま
す
。
（
上

の
写
真
は
柴
田
晋
平
さ
ん
、
下
の
写
真
は
堀
田
さ
と
さ
ん
）
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記
念
品
で
長
寿
を
お
祝
い

気
で
う
ら
や
ま
し
い
。
来
年
も
百
歳
の

記
念
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
」
と

の
祝
福
の
言
葉
に
、
四
度
目
の
対
面
を

約
束
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
お
訪
ね
し
た
の
は
、
堀
田
さ

と
さ
ん
（
明
治
二
十
二
年
一
月
一
日
生
）

で
す
。
堀
田
さ
ん
は
足
が
弱
く
、
車
い

す
に
座
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
長

の
「
お
元
気
で
何
よ
り
で
す
。
い
つ
ま

で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
の
励
ま
し
の
言
葉
に
。
は
っ
き
り
し

た
口
調
で
「
市
長
さ
ん
に
祝
っ
て
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
お
礼
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
外
、
市
で
は
左
記
の
九
十
五
歳

以
上
の
方
々
に
、
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
し
た
（
敬
称
略
）
。

　
▼
内
藤
こ
と
（
百
一
歳
、
市
内
最
高

齢
、
小
倉
町
西
浦
）
▼
左
ハ
ツ
（
九
十
八

歳
、
宇
治
妙
楽
）
▼
熊
谷
チ
エ
（
九
十
七

歳
、
伊
勢
ｍ
町
砂
田
）
▼
東
田
治
（
九
十

六
歳
、
宇
治
蛇
塚
）
▼
今
村
シ
カ
ノ
（
九

十
六
歳
、
五
ケ
庄
一
里
塚
）
▼
江
上
カ

メ
（
九
十
五
歳
、
明
星
町
）
▼
片
山
定

治
郎
（
九
十
五
歳
、
木
幡
南
山
）
▼
福

井
て
う
（
九
十
五
歳
、
木
幡
御
蔵
山
）

▼
藪
田
ア
サ
ヘ
　
（
九
十
五
歳
、
大
久
保

町
北
ノ
山
）
▼
植
村
冨
江
（
九
十
五
歳
、

五
ケ
庄
芝
ノ
束
）
▼
小
西
力
蔵
（
九
十

五
歳
、
羽
拍
子
町
）
▼
木
守
ヤ
エ
（
九

十
五
歳
、
大
久
保
町
大
竹
）
。
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9
月
1
5
日
か
ら
老
人
福
祉
週
間

市長が敬老訪問
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
厚
生
省

の
発
表
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
更
に
延
び
て
、
男
性
は
七
十
四
・

八
四
歳
、
女
性
は
八
十
・
四
六
歳
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
日
。
こ
う
し
た
高
齢

化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
お
年
寄
り
や

そ
の
家
族
が
抱
え
る
問
題
は
数
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
生
き

が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り

の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
の
老
人
福
祉
諸
制
度
の
中

か
ら
、
在
宅
老
人
制
度
の
利
用
者
の
方

の
意
見
を
お
聞
き
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
老
後
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
〕

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う

　
山
名
賢
さ
ん
（
八
十
三
歳
）
は
、
昭
和
二
十
一

年
に
宇
治
市
に
来
ら
れ
、
民
生
委
員
や
婦
人
会
の

役
貝
を
し
て
い
ま
し
た
。
九
年
前
、
直
腸
の
手
術

を
行
い
、
五
十
二
年
十
二
月
か
ら
家
庭
奉
仕
員

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
が
週
二
回
、
身
の
回
り
の

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
近
況
な
ど
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
周
囲
の
方

が
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
あ
り
か
た
く
思
っ
て

い
ま
す
、
皆
さ
ん
に
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分

の
事
は
自
分
で
し
よ
う
と
頑
張
り
。
つ
え
も
以
前

は
使
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
練
習
し
て
近
所
ぐ
ち
い

は
つ
え
な
し
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
料
理
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
、
自
分
で
は
何

も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

が
来
て
く
れ
た
の
で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と

楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
屡
た
き
り
老
人
等
入
谷
ｉ
＞
－
ピ
ス
事
業
Ｊ

　
長
年
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
来

た
お
年
寄
り
の
労
古
を
ね
ざ
^
ａ

ラ
た
め
に
、
整
芯
を
開
き
ま

す
。

　
今
年
の
敬
老
会
は
。
九
月
十

五
日
、
午
前
十
時
と
午
後
二
時

半
か
ら
の
二
回
に
分
け
て
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
す
。
参

加
は
、
は
が
き
に
よ
る
申
し
込

み
制
１
・
申
し
込
次
れ
た
人
に

は
既
に
案
内
の
は
が
き
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
敬
老
会
で
は
、
米
寿
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
の
式
典
の
後
、
演

芸
の
部
で
は
宮
川
左
近
シ
ョ
ー

　
（
浪
曲
漫
才
）
。
京
山
幸
枝
若

　
（
浪
曲
）
、
ソ
フ
″
ア
（
漫
才
）

の
芸
能
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
記
念
品

か
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

(60年９月15日、敬老会会場で)

専
用
バ
ス
で
送
迎

　
敬
老
会
当
日
、
午
前
・
午
後
の
部
に
合

わ
せ
て
、
専
用
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
お

帰
り
の
際
も
、
敬
老
会
終
了
後
に
運
行
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

送
匯
し
た
案
内
の
は
が
き
忿
必

ず
持
参
の
う
え
、
膏
げ
付
け
で

お
渡
１
　
Ｉ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
各
謡
附
か

良
罵
の
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で

専
用
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。
停

留
所
は
一
部
か
殴
い
て
、
京
阪

宇
治
交
通
の
バ
ス
停
留
所
と
同

じ
で
す
。
お
折
で
の
停
留
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
専

用
バ
ス
に
ご
乗
車
の
際
は
、
必

ず
係
員
の
指
示
に
従
っ
で
ぐ
だ

さ
い
。

　
敬
老
祝
金
は

　
早
め
に
受
給
を

　
敬
老
祝
金
は
、
当
日
会
場
で

お
渡
し
ず
る
の
で
は
な
く
、
市

内
二
十
一
地
域
に
支
給
必
］
場
を

設
け
、
既
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
十
一
月
三
十
日
（
日
曜
日

と
祝
日
を
除
ぐ
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
に
壬
曜

日
は
正
午
ま
で
）
ま
で
に
、
福

祉
事
務
所
福
祉
課
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
の
際
に

は
既
に
お
送
り
し
て
い
る
敬
老

祝
金
支
給
案
内
の
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
必
ず

押
印
の
上
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

は
が
き
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、

敬
老
祝
金
か
受
給
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

の手助けで心地よく入浴

3所 午前 午後

E　宅 8:30 13: 15

沈　山 8:31 13: 16

ｋ　宅 8 :32 13: 17

園前 8 :33 13: 18

園 8:34 13: 19

並 8:35 13: 21

U参道 8:37 13: 22

幡 8 :38 13: 23

U手町 8:39 13: 24

社住宅 8:40 13: 25

尼　前 8:41 13: 26

桑 8:42 13 : 27

予　町 8:43 13: 28

田 8:44 13: 29

本 8:45 13:30

i:　戸 8:46 13: 31
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敬老会楽しいl日を
9月15日に文化センターで

安心して暮らせる老後を 敬
老
特
集

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
老
人
福
祉
の
諸
制
度
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老莉

雛

心

の

諸

制

度

種別 事　　　業 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

寝
た

き
り
老
人
対
策

家庭奉仕員

派　逗　事　業

　身体または精神上の障害により、日常生活に支障があるおおむね65歳以上の老人に対して、家庭奉仕貝

を派遣し、日常生活のお世話をします。

日常生活用具

給　付　事　業

　おおむね65歳以上で低所得の寝たきり老人等に対し、次の用具を給付しています。特殊寝台、浴槽と湯

沸かし器、マットレス、エア・パット、腰掛け便座、特殊尿器、火災警報器、自動消火器、入浴担架。

居宅寝たきり老人

特殊寝台貸与事業

　身体に機能障害があって、相当長期にわたって寝たきりでご日常生活の相当部分に介助を要する65歳以

上の老人に対し、特殊寝台を無償で貸与しています。

寝たきり老人等

入浴サービス事業

　おおむね65歳以上で, 6ヵ月以上の寝たきり老人や重度の身体障害者・児（手帳交付1 ･ 2級）に対し、

特殊入浴設備を有する施設に委託し、入浴サービスを実施。利用回数は, 1人について月２回以内です。

在　宅　老　人

短期保護事業

　おおむね65歳以上の在宅寝たきり老人､痴ほう性老人や虚弱老人を介護.している家族が､疾病などの特別

な理由で､居宅での介護が困難となった場合に､老人を(特別)養護老人ホームに一時的に保護する制度です。

老-
諮

策し

老人福祉電話

設　置　事　業

　65歳以上の低所得の１人暮らし、または高齢者世帯で安否の確認・日常生活に対する助言や相談、その

他電話による訪問が必要と認められる対象者に福祉電話を設置。電話料として毎月､基本料金1,600円と通

話料300円を扶助します。

乳酸菌飲料配布事業
　常時ひとり暮らしで近くに身寄りがなく．日常の安否を確認する必要があると認められる70歳以上の老

人に、乳酸菌飲料を配布しています。

生

き
が
い
対
策

老人憩いの部屋

運　営　事　業

　地域で老人の集会、クラブ活動や慰安などの場として、憩いの部屋が公民館や集会所等に設置された場

合、その管理運営に要する経費について、公共施設を利用の場合は月額2,000円､民間施設を利用の場合は

１開催についてl,000円（ただし、月額4,000円を限度とする）を補助しています。

老人ク　ラ　ブ

助　成　事　業

　老後の生活を健全で豊かなものにし、老人福祉に資することを目的とする老人クラブに対して、補助金

を交付しています。

老人園芸広場事業
　6o歳以上のお年寄りが趣味を生かして園芸を楽しみ、心身の健康を保持すると共に．社会との交流を図

ることを目的に園芸場を無償でお貸しします。

’そ

　の
　他

　の
　対
　策

老人用車いす

貸　与　事　業

　病弱等により自力歩行が困難な65歳以上の老人に対し、通院または健康の回復を図るために、車いすを

貸与しています。

老人･福祉施設

保　護　事　業

　65歳以上の老人が、身体上もしくは精神上または環境上の理由および経済的理由により、居宅で養護を）

受けることが困難な場合は、養護老人ホームに入所することが出来ます。

　65歳以上の老人が、身体上または精神上著しい･障害があるために常時介護を必要とし、更に居宅で介護

を受けることが困難な場合は、特別養護老人ホームに入所することが出来ます。

　問い合わせ

福祉課(a⑩3i4i)

東
宇
治
方
面
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こ
と
し
、
め
で
た
く
八
十
八

歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、

昨
年
の
百
人
を
上
回
る
次
の
百

十
四
人
の
皆
さ
ん
。
敬
老
会
の

会
場
で
赤
ざ
ぶ
と
ん
を
お
贈
り

し
ま
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
木
幡
〉

林
　
こ
ふ
み
、
寺
嶋
　
な
か
、

岸
岡
万
次
郎
、
吉
田
　
コ
ウ
、

山
本
ヒ
サ
ヨ
、
古
水
キ
ク
ヱ
、

重
道
　
ア
サ
、
足
立
ヲ
マ
サ
、

小
笠
原
マ
サ
ヨ
、
鈴
木
軍
治
、

山
中
コ
ツ
ル
、
岡
田
　
さ
く
、

河
八
‥
　
ヒ
デ
．
角
野
　
タ
ネ
、

永
田
　
チ
カ
、
文
堂
｀
繁
二
、

佐
々
木
　
忍
、
北
村
　
重
三
、

▲ホームヘルパーさんとの語らいも楽しみの一つ（8月29日、山名さん宅で）
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÷
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Ｓ
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ｌ
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一
　
一
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ｌ
ｌ
Ｓ
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ｌ
ｉ
Ｊ
一

お
風
呂
に
入
れ
て

　
　
　
良
か
っ
た
ね

　
　
「
寝
た
き
り
老
人
が
い
る
私
ど
も
に
は
、
こ
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
大
変
あ
り
か
た
い
制
度
で
す
」

こ
う
話
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
宇
治
壱
番
に
お
住

い
の
Ｋ
さ
ん
。
Ｋ
さ
ん
宅
に
は
二
年
前
か
ら
寝
た

き
り
の
、
七
十
二
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
Ｋ
さ
ん
は
、
買
物
以
外
は
外
出
す
る
こ
と
も
な

く
、
一
日
中
お
ば
あ
さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
い

ま
す
。
家
に
は
寝
た
き
り
老
人
の
入
浴
設
備
も
な

く
、
人
手
も
足
り
な
く
て
、
風
呂
好
き
の
お
ば
あ

さ
ん
を
入
浴
さ
せ
た
く
て
も
全
く
の
お
手
上
げ
で

し
た
、
Ｋ
さ
ん
は
、
何
と
か
お
ば
あ
さ
ん
を
お
風

呂
に
入
れ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と
い
つ
も
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
「
寝
た

き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
制
度
を
知

り
、
現
在
、
毎
月
一
回
の
入
浴
で
、
既
に
十
五
回

の
利
用
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
さ
ん
は
「
送
迎
は
、
看
護
婦
さ
ん
や
市
の
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
も
一
緒
に
つ
い
て
来
て
く
だ
さ
る
の

で
本
当
に
安
心
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
も
。
入
浴
の

日
を
毎
月
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
お
願

い
出
来
る
な
ら
夏
場
だ
け
で
も
入
浴
回
数
を
増
や

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
な
お
あ
り
が
た
い
で
す
」

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

1
1
4
人
に
敬
老
会
会
場
で

大
島
ま
さ
を
、
石
山
　
民
助

越
田
　
徳
太
郎

　
〈
五
ヶ
庄
〉

山
田
ヒ
サ
コ
、
松
浦

四
井
　
喜
一
、
深
見

井
上
　
富
子
、
小
林

演
田
　
俊
雄
．

（
菟
道
》

▲赤ざぶとんを贈る池本市長

　(60年9月15日、敬老会会場で)

別
一
叶

良
一
キ
サ
勇
介
ス
ミ

初
田
　
イ
ク
、
谷
口
　
志
津
、

門
馬
キ
ミ
ノ
、
池
山
　
ヨ
シ
、

山
本
　
茂
　
、
大
西
　
シ
ナ
、

望
月
　
多
祢
、
前
田
　
ウ
ラ
、

山
本
ま
つ
ぃ
、
上
田
ノ
ブ
伎

　
（
明
星
町
〉

塩
見
繁
太
郎
、
國
松
　
周
造
、

太
田
　
カ
ズ
．
長
渾
　
キ
ヌ
、

横
田
　
国

　
（
宇
治
〉

島
本
ト
ミ
ヱ
、
西
浦
　
ヨ
子
、

北
尾
栄
次
郎
、
松
本
　
清
松
、

岡
野
　
福
技
、
本
間
　
ヤ
ス
、

梶
　
　
ハ
マ
、
脇
本
．
常
子
、

西
村
　
ヤ
エ
、
河
合
　
サ
キ
、

言
灰
白
言
、
　
目
　
　
…
…
…

匹
。

　
感
差

1
1
　
覧
七

〔
在
宅
老
人
短
期
保
護
事
業
〕

　
家
族
も
私
も

　
　
　
　
大
助
か
り
で
し
た

▲看護婦さんら

　
木
幡
に
お
住
い
の
吉
岡
剛
さ
ん
一
家
に
は
。
今

年
九
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
す
。
お
ば
あ
さ

ん
は
、
少
し
身
体
が
弱
い
た
め
、
何
か
用
事
が
あ

っ
て
も
、
お
ば
あ
さ
ん
一
人
に
し
て
お
く
訳
に
も

い
か
ず
、
大
変
困
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
「
在
宅
老
人
短
期
保

護
事
業
」
を
知
り
、
早
速
こ
の
制
度
の
利
用
を
申

し
込
み
ま
し
た
。
こ
の
夏
、
ど
う
し
て
も
秋
田
の

実
家
に
帰
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
八
月

六
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で
の
八
日
間
、
お
ば
あ

さ
ん
を
市
内
の
Ａ
老
人
ホ
ー
ム
に
預
け
、
一
家
は

帰
省
し
ま
し
た
。
吉
岡
さ
ん
は
「
こ
の
制
度
の

お
か
げ
で
、
祖
母
と
も
ど
も
大
助
か
り
で
、
大
変

あ
り
が
た
い
事
と
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
‥

飯
田
林
三
郎
、
山
本
　
ア
サ
、

長
谷
川
ぬ
い
、
永
田
朝
次
郎
、

高
木
小
太
郎

　
（
笠
取
〉

岸
本
　
す
み

　
（
折
居
台
〉

松
本
吉
次
郎
、
柴
田
　
菊
栄

　
〈
伊
勢
田
町
〉

多
田
弥
一
郎
、
室
田
フ
ジ
ヱ
、

宅
間
　
よ
ね
．
前
田
　
智
、

水
谷
　
さ
ｙ
、
岸
田
　
初
、

邦
武
　
房
　
、
辻
勇
左
衛
門

　
（
安
田
町
〉

古
岡
ミ
ス
ヱ

　
（
神
明
）

津
田
　
と
み
、
浮
網
　
ひ
さ
、

竹
田
マ
サ
ヱ
．
神
田
　
彦
七
、

松
村
　
定
一
、
村
田
　
路
弘
、

能
登
川
ヤ
ス

　
（
羽
拍
子
町
〉

中
對
マ
サ
子
、
森
田
　
サ
ト

　
〈
南
陵
町
）

池
本
つ
ま
野

　
《
大
久
保
町
〉

森
　
冨
美
雄
．
北
岡
　
竹
蔵
、

岡
　
　
て
る
．
若
生
　
菊
枝
、

中
西
　
久
技

　
（
広
野
町
〉

遠
山
　
信
治
、
田
中
　
は
な
、

福
島
ヤ
ヨ
ノ
．
上
野
み
つ
ゑ
、

中
谷
　
は
つ
、
青
木
　
み
つ
．

北
尾
　
亥
久
、
大
脇
泰
一
郎
、

小
倉
フ
サ
ヱ
．
小
山
　
カ
メ
、

和
田
ト
ミ
ヱ

〈
棋
島
町
〉

山
口
　
つ
る
、
堀
居
て
る
よ
、

近
藤
ツ
子
、
多
羅
尾
き
の
ゑ
、

北
川
　
ト
ラ
、
福
井
　
マ
サ

　
（
小
倉
町
〉

山
田
新
三
郎
．
中
坂
　
こ
と
、

木
下
と
く
ゑ
、
川
端
　
リ
ヨ
、

木
村
ナ
ラ
ヱ
、
宇
田
　
キ
ク
、

堀
池
　
弘
、
　
奥
羽
　
ト
シ
、

播
磨
　
静
江
、
床
次
　
ミ
ヤ
、

安
本
　
ふ
み

停会
一
中　ｔ

一
御　鳶
一
西　ｔ
一
幼稚

一御

-
町
一
御蔵i

一木
一
木幡L
一
専売公
一
病　『

一黄
一
平　ｌ

大久保方面
停留所 午前 午後

日産車体 8:30 13: 10

緑ヶ原口 8 :31 13: 11

近鉄大久保 8:33 13: 13

国道大久保 8:34 13 : 14

国鉄新田 8:35 13: 15

城南高校 8:37 13: 17

神　　　明 8:38 13: 18

城　南　荘 8:39 13: 19

西　　　町 8:40 13:･20

停留所 午前 午後

宇治車庫 9:00 13: 30

京阪宇治 9:01 13: 31

宇治橋西詰(都計道路) 9:03 13: 33

国鉄宇治駅 9:04 13 : 34

総合庁舎 ９ニ05 13: 35

宇治市役所 9:06 13: 36

（
大
河
原
線
）

停留所 午前 午後

目　　　川 8:40 13: 10

京阪宇治交通
大　河　原 8:42 13: 12

横島小学校 8:44 13: 14

棋　　　島 8:45 13: 16

中　研　前 8 :47 13: 17

宇治橋西詰　（県通り） 8:49 13: 19

県　神　社 8:50 13 : 20

－

ｉ
－

新

一

森

－

－一一

停留所 午前 午後

笠　　　取
　(笠取小) 8:30 13: 00

停留所 午前 午後

志津・川
(竹下酒店Bti) 9:00 13: 30

白　　　川
（茶研入a）

9:05 13: 35

停留所 午前 午後

三　軒　家

r京阪バスjバス停8 :50 13: 10

小　　　倉 8 :52 13: 12

蔭　　　山 8 :53 13: 13

宇治郵便局 8:54 13: 14

ユニチカ 8 :55 13: 15

停留所 午前 午後

浮　　　面 8:30 13: 10

名木北口 8:31 13: 11

伊　勢　田 8:32 13: 12

北山住宅 8 :33 13: 13

小倉住宅 8:35 13 : 15

近鉄小倉 8:37 13: 17

小　　　倉 8:38 13: 18

蔭　　　山 8:39 13: 19

宇治郵便局 8:40 13: 20

ユニチカ 8:41 13: 21

停留所 午前 午後

名　　　木 8:30 13: 20

緑　ヶ　原 8:32 13: 22
国道伊勢田

｢京阪バス｣バス停8:39 13: 29

小倉住宅 8 :41 13: 31

近鉄小倉 8:43 13: 33

小　　　倉 8:44 13: 34

蔭　　　山 8:45 13: 35

宇治郵便局 8:46 13: 36

ユニチカ 8:47 13: 37

晶－－－－－－－－■■■－■－■■■ｉ

　　　　　　　　　　・

※停留所は一部を除き

　京阪宇治交通のバス

　停と同じです。
Ｉ　　　　　　　　　　　　　　・

･ ． － ・ － － － － － － － － － － － ・ －■・・・・－・・・・・－－－－－－－■－－－－・ｌ

635

米
寿
を
祝
い
赤
ざ

ぶ
と
ん

瓦取方面

宇治方面

志津川方面

目
川
方
面

三
軒
家
方
面

浮朧方面名木方面



秋
の
市
民
文
化
祭

　
秋
の
市
民
文
化
祭
が
十
一
月
二

日
か
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

李
］
。

　
発
表
の
部
は
二
日
と
三
日
の
両

日
、
文
化
会
館
で
。
展
示
の
部
は

二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
日
問
、

中
央
公
民
館
を
中
心
に
行
わ
れ
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
出
演
団
体
と

展
示
作
品
か
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
内
容
・
：
○
発
表
の
部
＝

合
唱
、
演
奏
、
邦
楽
（
三
曲
・
吟
詠
・

▲市民の力作を鑑賞（昨年秋の市民文化祭）

謡
曲
）
、
舞
踊
。
○
展
示
の
部
＝
生

花
、
菊
花
、
水
石
、
盆
栽
、
山
草
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
額
装
品
、
文
芸

（
短
歌
、
俳
句
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）

陶
工
芸
、
手
工
芸
、
写
真
、
書
道

な
ど
。

　
▼
参
加
資
格
…
市
民
次
た
は
市

内
に
通
勤
・
通
学
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
（
発
表
の
部
は
団
体
）
。

　
▼
申
し
込
み
・
：
９
月
2
0
日
出
の

正
午
ま
で
に
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
（
襲
薮
育
課
内
・
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。

　
子
ど
も
手
づ
く
り
文
化
祭

　
出
演
団
体
を
募
集

　
十
月
十
二
日
、
十
九
日
に
文
化

会
館
で
開
く
「
宇
治
市
子
こ
も
手

づ
く
り
文
化
祭
」
の
出
演
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　
参
加
資
格
は
、
地
域
や
学
校
で

活
動
し
て
い
る
子
芦
石
主
体
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
で
、
種
目
は
児
童

劇
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
鼓
笛
隊
、

合
唱
な
ど
で
す
。

　
出
演
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

九
月
二
十
日
出
ま
で
に
社
会
教
育

課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
’
（
社
会
教
育
課
）

お
知
ら
せ

　
手
づ
く
り
和
紙
と

　
ち
ぎ
り
絵
の
教
室

　
牛
乳
パ
″
ク
を
利
用
し
た
ち
ぎ

り
絵
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
｀
ヽ

　
▼
と
き
・
内
容
・
：
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら
４

時
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

ちぎり絵の教室日程表

月　日 内　　容

9/2吻 オリエンテーション
ちぎり絵とは

10/3 効
手すき和紙

（はがき用）つくり

10/17図
手づくり和紙に
　　　ちぎり絵

10/24勿同上,交流会

中学生を考える講座の日程･内容表

月　日 内　　　　容 講師

9/29
　叩

現代の家庭教育と
　　　性教育の関係

京聖
郡バ
性ル
教ナ
育バ
学肋
会産

　樋
　学
　院

川左

井古

　か
繁ず

一子

ささ
んん

10/6
　㈲

生命誕生の秘密
　　(ビデオ学習)

10/8
　困

思春期の心身発達と
　　　　成熟の問題

10/20
　01)

代の混迷と文部省性指
導の手引きを考える

10/25
　山

生沁学ガと人間教育
　　　(性は生)

実
習
室
▼
対
象
・
：
市
内
に
在
住
、

ま
た
は
通
動
・
通
学
す
る
人
（
1
6

歳
以
上
）
▼
定
員
・
・
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
講
師
・
：
小
島
里
恵
子
さ
ん

▼
準
備
品
・
・
ゐ
り
、
は
さ
み
、
め

ラ
ち
、
エ
ン
ピ
ツ
、
お
し
ぼ
り
、

の
り
つ
け
用
の
包
装
紙
、
新
聞
紙
、

ゴ
ミ
袋
▼
材
料
費
・
：
五
百
円
▼
申

し
込
み
・
：
９
月
１
９
一
日
か
ら
中
央
公

民
館
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
へ
電
話

か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
中
学
生
を
考
え
る
講
座

　
「
明
日
で
は
遅
す
ぎ
る
／
親
と
子

の
性
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
思
春
期

の
中
学
生
を
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
右
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
か
ら
正
午

▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
▼
対
象

・
：
市
内
の
小
学
校
高
学
年
児
童
か

中
学
生
を
持
つ
親
（
た
だ
し
趣
旨

に
賛
成
の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
可
）
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

９
月
2
0
日
出
ま
で
に
小
倉
公
民
館

　
（
小
倉
町
寺
内
9
1
・
ａ
⑩
4
6
8

7
）
へ
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
卓
球
・
輪
投
げ
・
竹
馬

遊
び
〉

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
4
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
北
横
島

小
学
校
▼
持
参
品
・
：
上
靴
（
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
希
望
者
だ
け
）
。

　
〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ー
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〉

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
2
1
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
南
小
倉

小
学
校
▼
持
参
品
・
：
上
靴
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
希

望
者
だ
け
）
。

　
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
す

ご
希
望
の
人
は
、
当
日
直
接
会
場

西
小
倉
に
防
災
サ
イ
レ
ン

９
月
1
3
日
訓
練
で
吹
鳴

　
市
と
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
程

西
消
防
署
屋
上
に
、
サ
イ
レ
ン
信

号
機
か
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
サ

イ
レ
ン
は
、
災
害
時
の
緊
急
用
で

情
報
伝
達
の
一
つ
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
周
辺

芸
術
懇
話
会
の
美
術
関
係
会
員
の

作
品
盈
辰
示
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
8
日
俐
～
2
8
日

面
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
▼

と
こ
ろ
・
：
歴
史
資
料
館
展
示
室
▼

入
場
料
…
無
料
▼
主
催
…
宇
治
文

化
・
芸
術
懇
話
会
展
実
行
委
員
会
。

　
　
　
　
　
　
（
凭
薮
育
課
）

　
警
察
職
員
の
募
集

　
▼
職
種
・
採
用
予
定
数
・
・
・
Ｏ
男

子
警
察
官
―
約
6
5
人
○
婦
人
警
察

官
―
約
1
0
人
Ｏ
警
察
事
務
職
員
＝

約
2
0
人
○
婦
人
交
通
指
導
員
―
約

1
0
人
▼
対
零
：
○
男
子
警
察
官
・

婦
人
警
察
官
ｌ
昭
和
3
4
年
４
月
２

日
～
4
4
年
か
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
○
警
察
事
務
職
員
・
婦
人
交
通

指
導
員
＝
昭
和
3
8
年
↓
月
２
日
～

4
4
年
４
月
１
日
に
生
次
れ
た
人
▼

申
し
込
み
・
問
い
令
Ｏ
せ
・
・
・
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
（
警
察
署
ま
た

は
派
出
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

で
、
９
月
2
5
日
團
ま
で
に
府
内
各

警
察
署
へ
。
詳
に
て
は
、
府
人
事
委

員
会
事
務
局
職
員
課
任
用
係
（
豊

０
７
５
囮
8
4
1
9
）
ま
で
お
問

い
ふ
お
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
警
察
署
）

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
万
一
サ
イ
レ

ン
が
嶋
つ
だ
時
に
は
落
ち
着
い
て

的
確
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
九
月
十
三
日
出
、
午
後

二
時
か
ら
第
二
回
西
小
倉
自
治
連

合
会
防
災
・
避
難
訓
練
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
午
後
二
時
か
ら
十

五
秒
ず
つ
六
回
に
わ
た
り
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
訓
練
で
す
の

で
間
違
い
の
な
い
ぶ
つ
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

解放文化祭

９月13・14日木幡河原隣保館で

　
第
十
一
回
解
放
文
化
祭
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
九
月

十
三
日
由
と
十
四
日
囲
の
二
日

間
、
木
幡
河
原
隣
保
館
で
開
か

れ
ま
す
。

解放文化祭の日程・内容表

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
つ
た
え

ぶ
つ
／
・
力
強
い
解
放
の
い
と
な

み
を
Ｉ
さ
ら
な
る
団
結
と
連
帯

に
む
け
て
＝
」
。
作
品
展
示
で

は
「
教
育
課
題
に
対
す
る
地
区

の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
地
域

を
取
り
巻
ぐ
教
育
環
境
と
課
題

に
対
応
し
た
子
育
て
会
の
取
り

組
み
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
な

べ
多
彩
な
内
容
と
な
る
よ
う

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
同
和
問
題
か
考
え
る
機
会
と

し
て
、
ぜ
ひ
解
放
文
化
祭
に
お

越
Ｊ
＾
／
だ
さ
い
。

　
　
〈
ご
案
内
〉

▼
と
き
・
・
・
９
月
1
3
日
出
、
1
4
日

㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼

と
こ
ろ
・
＝
木
幡
河
原
隣
保
館
▼

内
容
・
・
・
左
表
の
と
お
り
。
（
社

心
一
教
育
課
・
木
幡
河
原
隣
保
館
）

言く ９月13日出 ９月14日(日)

作品展示

　　　　午前10時～午後４時・ステンドグラス（中学生制作）

　リボンフラワーt保育所保護者会）
・手芸教室作Si.、習字教室作品、

　保育所保駿者会ＯＢ作品
・傑育所園'Ji作品他

手づくり
コーナー犬

午後１時～２時
ミニ･ハットづくり

映　　画 午後１時--2時　午前10時～11時　　　　　人　間　の　街

まつりの
広　場

　　　　　午後２時~3時
劇･合奏･ペープサート･手づくり遊び

模擬店 午前10時-午後4時午前11時～午後2時

636

食欲の秋で

す

出
演
団
体
・
作
品
を
募
集

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
4
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
内
容
…
基
本
ス
テ
″
プ
な

ど
▼
参
加
費
・
：
三
百
円
▼
持
参
品

…
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
ゴ
ム

底
の
靴
▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
岡
村
惑
方
さ

ん
・
（
容
の
4
3
4
3
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
要
約
筆
記

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
４
日
出
、
午
後

２
時
Ｉ
４
時
半
と
５
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

磐
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
要
約
筆

記
に
関
す
る
講
義
と
実
習
▼
受
講

料
・
：
無
料
▼
主
催
・
：
市
難
聴
者
協

会
▼
問
い
ふ
Ｂ
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協

議
会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
第
２
回
宇
治
文
化
・

　
芸
術
懇
話
会
展

　
市
内
に
住
む
美
術
家
、
音
楽
家
、

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

被
害
の
実
態
と
予
防
策

増
え
る
悪
質
な
訪
問
販
売

ト
ラ
ブ
ル
防
止
は

　
　
　
ま
ず
自
衛
を

たべものの本　特別

展示

9月1

4・15日

宇
治
川
観
月
茶
会

前
売
り
券
を
発
売
中
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